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佐賀県立佐賀工業高等学校 総務部発行 第３６７号（２０２３年３月） 

３年生の皆さん、卒業おめでとう。３年間過ごした学び舎を巣立ち、いよいよ

４月から新生活スタートです。遠方に赴く人は親元を離れ不安もあるかもしれ

ませんが、体調管理に留意しながら、1 日も早く新しい環境に慣れて、それぞ

れの場所で活躍できるよう頑張ってください！ 

１月中旬より３年生の課題研究発表会が各科で行われ、生徒たちはプレゼンテーションソフトや動画

などを使い、今年度１年間取り組んだ課題や研究の成果を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の進路状況は、県内就職者５５％、県外就職者４５％の割合になりました。就職については県内

が多くなっています。また進学希望者が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路結果 （３年） 

課題研究発表会 （３年） 

キャラクター型フライパンの製作【機械科】 エコ電カー製作【機械システム科】 ３２ビットルーレット製作【電気科】 

自動開閉ゴミ箱製作  ライティングダクト工事【電子科】 武雄市図書館の模型制作   佐賀大学からの依頼品制作【建築科】 電動スケボー製作 パソコン製作【情報システム科】 
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２月７日（火）は、３年生の代表者による、１、２年生の後輩へ向けての進路体験発表会が開かれまし

た。発表者は３年生各科から 1名ずつ計６名で、それぞれが自身の進路決定までの経験、努力した事柄、

後輩へのアドバイスを語ってくれました。印象的な一言をご紹介します。 

【機械科】小木嶺鳳さん「（就職先には）佐工の先輩はいません。自分で道を切り拓いていきたいです。

面接では失敗しないことを考えるのではなく、自分の言いたいことを言おうと考えるといいと思います。」 

【機械システム科】森口博貴さん「１年の頃は行けたらなあ、というくらいでしたが、２年になって、い

ろいろな大学について調べていくうちに、研究したいことや目標がはっきりしました。」 

【電気科】末次徹さん「日々の努力に裏付けられた根拠のある自信も大切ですが、不安を払拭するには根

拠のない自信も大切です。」 

【電子科】井上弘翔さん「小学生の時に『海猿』を見て、憧れてきました。そのために、資格を取ろうと

佐工に進学を決めました。素直に人の意見を取り入れ、努力を継続していくことが大切です。先生や友達

のアドバイスに、自分の工夫を加えて取り組んできました。」 

【情報システム科】川﨑海吏さん「就職試験の問題だけでなく、日ごろの学習内容を復習すべきだと思い

ます。この３年間、目標を立て努力することを学びました。」 

【建築科】中島広瑛さん「早めにやりたい仕事、職種を決めると、何が必要かを調べ、行動できます。私

は１年の３学期には希望の進路先を決めていたので、必要な資格を取るなど計画的に準備ができました。

また、周囲に応援してもらえる人間になることが大切だと思います。」 

発表を聞いて感じたこと、考えたことを１年生に聞きました。 

「まず志望先を考えるところから始めなくては」、「先輩方は計画性があってすごい」、「『部活だけ』、

『勉強だけ』でないところがちょっとまねできない。」、「自分も（先輩が１年の頃と同じで）今は試験

の前日だけしか勉強していない。変われるかなあ…」、「発表の様子がきちんとしていてほとんど大人な

感じがした」などなど。去年まで中学生だった１年生と、卒業を控えた３年生の違いは確かに大きいです

ね。でも２年後には、１年生諸君も先輩の様に、進路選択の山を越えて落ち着いた大人の風情を醸すよう

になっているはずです。先輩のアドバイスをぜひ今後の生活に生かしてください。 

 建築科３年生の４０人全員が、建設現場などに必要な国

家資格「２級建築施工管理技術検定」の１次試験に合格し

ました。全員合格は本校では初めてで、１次試験に合格す

ると卒業後３年間の実務経験を積むことで２次試験を受

けられます。是非、卒業後にこの資格を生かしてほしいと

思います。全員合格おめでとう！！ 

進路体験発表会 

建築科 

中島広瑛さん 

情報システム科 

川﨑海吏さん 

電子科 

井上弘翔さん 

電気科 

末次徹さん 

機械システム科 

森口博貴さん 

機械科 

小木嶺鳳さん 

２級建築施工管理技術検定 全員合格 初快挙！！ 
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 ３年生にとって２月１０日（金）は最後の授業日。教育後援会主催の「３年生を

送る会」が開かれ、各教室で教育後援会の藤野良二会長と野田亮校長先生からのお

話を拝聴し、カツサンドとジュースを楽しみました。 

藤野会長からは「働く以上、挨拶をしっかりできる人間になってください。自分

が入社した時に、『いくら仕事ができても挨拶やホウレンソウができないと、周り

の人からも会社からも、そしてお客様からも信頼を得られない』と上司に言われた

ことを今も覚えています。また、社会に出たら、色々なところから人が集まって来

ます。仕事は困難にぶつかることも多々あり、相談できる仲間が必要です。どうか

人との出会いを大切にしてください。」と社会人の大先輩としてアドバイスをして

くださいました。野田校長先生からは、「この会の意味は、『これまでよく努力したね。これからも頑張っ

て！』という皆さんへのエールです。皆さんはたくさんの愛情を注いでもらって、よりよく成長してほし

い、充実した３年間であってほしい、という親の願いに支えられて、

この３年間、佐工で過ごしてきました。カツサンドの一口目は、そう

いうことを感じながら味わってほしい。」と話されました。 

 

３年生にとってこれから３月の末までは、４月から始まる新生活の

準備や高校生としての最後の自由を満喫する大切な時間となります。

この日は皆さん、解き放たれたかのようなリラックスしたようすでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰 M：機械科 K：機械システム科 E：電気科 C：電子科 I：情報システム科 A：建築科 

３年生を送る会 
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３ 月 行 事 予 定 

 

 

編集後記 社会に出たら慣れない環境の中、様々な

課題に悩み込むことが多くなると思います。私がと

ある現場で仕事をしていたとき、先輩に「やる気が

出なかったり悩み疲れたら一旦頭を使わず体を使

え。それでも上手くいかなかったら寝ろ！」とアド

バイスしてもらいました。疲労が溜まっていても体

を動かすと少し調子が良くなったのを覚えていま

す。卒業生の皆さん、悩み疲れた時は頭ではなく体

に戻ってみることを強くおススメします。-S- 

所在地 〒840-0841　佐賀市緑小路１－１

TEL　0952-24-4356

FAX　0952-25-7043
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